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インターバンクの声 （2016 年 6 月 16 日） 
 

１４、１５日の２日間に渡って開催された米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）は、予想

通り金融政策の現状維持を決め、追加利上げを見送った。この決定について、会

合終了後の記者会見でイエレン議長がどのような発言をするのか注目されたが、今

回の決定には欧州連合（ＥＵ）からの離脱の是非を問う来週の英国民投票が要素の

一つだったようだ。やはり英国民投票でＥＵ離脱が決れば米経済見通しに影響を及

ぼす可能性があると話しており、それでなくとも今年と来年の成長率の見通しが引き

下げられているとあっては、今後の利上げに消極的になるのもやむを得ないところだ

ろう。また、５月の雇用統計で就業者数の伸びが想定外と言えるほど落ち込んだこと

も影響したようだ。昨年１２月に利上げに踏み切った当時の、「年４回」の利上げの想

定が「年２回」となり、いよいよ「年１回」も怪しくなりつつある。その「年 1 回」の可能性

を維持するためにも２３日の英国民投票の行方が大きな鍵になりそうだ。 
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